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新生児聴覚スクリーニング検査について（１）

• 難聴を早期に発見し適切な療育を早期に開始すれば、言語能

力の獲得が容易になることが明らかにされ、生後早い時期に聴

覚障害を発見しようという試みが以前からなされてきました。

• しかし、乳幼児に適用できる簡便で信頼性の高い検査方法がな

かったため、２歳過ぎまでは診断されず、療育が遅れる例が多く

ありました。

• 最近になり、欧米で聴性脳幹反応（ABR）や耳音響放射（OAE）

を用いて簡便かつ信頼性が高く、しかも自動的に聴覚を判断す

る機器が開発され、新生児期にも検査を行なうことが可能になり

ました。

• これにより、言語発達の最も重要な時期であると言われている

生後６か月以内に聴覚診断を行い、療育を開始することが可能

になり、米国では1990 年代から全国的なスクリーニングが実施

されています。



• 新生児の聴覚障害の約半数はハイリスク児ですが、残りの半

数は、出生時には何ら異常を示さない児です。後者は従来であ

れば見過ごされ、聴覚障害の発見が遅れていました。また、聴

覚検査を行なう以外は、適切なスクリーニングの方法がないた

め、聴覚障害を早期に発見するためには、全新生児を対象とし

た聴覚スクリーニングを実施することが必要です。

• 先天性および新生児期発症の聴覚障害の発生頻度は、出生

1,000 人のうち１人ぐらいと言われており、先天性疾患のうち最

も頻度の高い疾患です。

マス・スクリーニングで発見される疾患の頻度（平成17 年度、厚生労働省）

フェニールケトン尿症 １／ 6 万人

メイプルシロップ尿症 １／18 万人

ホモシスチン尿症 １／27 万人

ガラクトース血症 １／ 3.4 万人

先天性副腎過形成症 １／ 1.7 万人

クレチン症 １／1,900 人

新生児両側性聴覚障害 １～２／1,000 人



新生児聴覚スクリーニング検査について（２）

• 平成13年度、厚生省（当時）が「新生児聴覚検査事業」の実施

を推進し、岡山県、秋田県、神奈川県、栃木県など、１７都道府

県・政令都市で試行されました。

• こうした自治体の研究や取り組みの成果をうけて、各自治体で

は検討委員会を立ち上げ、新生児聴覚スクリーニング検査の

普及と体制づくりがすすんでいます。

• 奈良県でも県内の産科で新生児聴覚スクリーニング検査が始

まり、精密検査機関も決められています。

• しかし、新生児聴覚スクリーニング検査の実施率は、全国の状

況と比べると非常に遅れており、実施率の向上が急務となって

います。

• また、新生児聴覚スクリーニング検査に関わる産科・新生児科、

精密検査を行う耳鼻科医だけではなく、保健医療、療育・教育、

福祉、行政などが連携し、発見後のフォローについて体制を整

備していく必要があります。



新生児聴覚スクリーニング検査により

最早期の発見と療育が可能に

• 機器の進歩により、出生後すぐに難聴かど

うかを検査できるようになってきている。

A-ABR OAE

新スク前 新スク後

■新スク受診▲ハイリスク＋新スクpass◆乳幼児健診・その他

「「「「１１１１－－－－３３３３－－－－６６６６ルールルールルールルール」」」」

①①①①スクリーニングスクリーニングスクリーニングスクリーニング検査検査検査検査 １１１１ヶヶヶヶ月齢月齢月齢月齢までまでまでまで

②②②②精密検査精密検査精密検査精密検査・・・・聴覚診断聴覚診断聴覚診断聴覚診断 ３３３３ヶヶヶヶ月齢月齢月齢月齢までまでまでまで

③③③③療育療育療育療育・・・・教育教育教育教育のののの開始開始開始開始 ６６６６ヶヶヶヶ月齢月齢月齢月齢までまでまでまで



加我君孝(東京大学医学系研究科耳鼻咽喉医科学分野), 新正由紀子

小児疾患の早期発見とその対応 長期予後の向上をめざして】
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2008日本産婦人科医会調査日本産婦人科医会調査日本産婦人科医会調査日本産婦人科医会調査



奈良県の状況

• ２００８年１月～２００９年７月

訪問・電話での調査

• 分娩取扱機関 ２８

• 実施状況 １２（ A-ABR ９ OAE ３ ）

分娩取扱機関 ４３％

※公立病院の実施は１施設のみ（１病院準備中）。

※出生数に対する実施率はもっと低いと推測される。



新生児聴覚スクリーニングの実施状況 （ ２０１１．１１月現在）

２０１１．１１月現在



教育・療育施設

精査機関

耳鼻咽喉科

検査医療機関（産科）

新生児聴覚スクリーニング検査の流れ

〔地域小児科・耳鼻咽喉科〕〔市町村保健所〕〔地域の保育所・幼稚園〕〔言語聴覚士〕

新スク（AABR・OAE）

要精検

奈良医大 県立奈良 リハセン

異常なし

ろう学校、リハセン（言語外来・わかくさ愛育園）

連携・情報交換





新生児聴覚スクリーニング検査を

効果のあるものにするために

• 新スクの実施率を高める取組

• 早期発見・早期支援が行えるよう検査の流れ

を明確にすること

• 要再検児および保護者へのフォローアップを産

科・小児科・耳鼻科・療育機関・教育機関・市町

村・保健所等の関係者が連携して行うこと

• 連携協議会の開催

• 新生児聴覚スクリーニングの手引き書の作成


